
で
面
３
・
２

！
明
説
く
し
詳

市職員

京都京一

で
き
た
ぞ
！

財
政
再
建
の
道
し
る
べ

行
財
政
改
革
計
画
が
！

そ
の
通
り
だ
！

だ
が
、単
に
財
政
が
厳
し
い
か
ら

と
言
っ
て
制
度
を
廃
止
し
た
り
、

国
基
準
に
合
わ
せ
た
り
は
し
な
い
。

制
度
の
趣
旨
を
生
か
し
つ
つ
、

限
ら
れ
た
財
源
を
再
配
分
す
る
こ
と
で
、

制
度
を
維
持
し
て
い
く
ん
だ
！

真
剣
な
ご
意
見
が

多
数
寄
せ
ら
れ

た
な
ぁ
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
も
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
の

先
送
り
は
絶
対
に

で
き
な
い
な
！

９
千
件
も
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た

行
財
政
改
革
計
画
案
。

そ
れ
ら
一
つ
一
つ
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

つ
い
に…

。

基本的な感染防止対策の徹底を！
●身体的距離を確保！

●こまめに手洗い！

●３ つの密（ 密閉空間・ 密集場所・ 密接場面） を回避！

●飲食店などでも 会話時はマスクを正しく 着用！

ワク チン接種を終え

た 方も 感染する 可

能性があります。 引

き 続き 対策の徹底

をお願いします！

市
民

き
ょ
う
と

令
和
３
年

第
９
５
３
号 １

日
月
９

7面

野菜ごのみ

今月のプレゼント

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、

掲
載
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●

掲
載
記
事
・
施
設
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

視覚に障害のある方を対象に点字版・ 文字拡大版・ テープ版・ Ｃ Ｄ（ デイジー）版も 発行。  【 問合せ】 広報担当（ ☎222 -3094   FAX213-0286）

発行 ： 京都市広報担当　 〒 60 4 -8 571 　 中京区寺町御池上る上本能寺前町4 8 8 　 ☎ 22 2 -3 09 4 　 FAX 213 -0 2 86 　 ※京都市の市外局番は 0 7 5 京都市印刷物第 0 31181 号



●
経
常
的
な
経
費
の
抑
制

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
医
療
・
介
護
・
子
育
て
支
援
等
の
社
会
福
祉
関

連
経
費
の
増
加
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
人
件
費
の
削
減
（
職

員
数
の
削
減
や
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
で
215
億
円
を
捻
出
）
や
、
日
々
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
経
費

注

を
時
代
の
変
化
な
ど
に
合
わ
せ
て
見
直
し
。

㊟
施
設
運
営
費
や
福
祉
事
業
費
、
補
助
金
、
ご
み
処
理
費
用
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
事
業
の
経
費
。

●
建
設
事
業
費
、
公
営
企
業
等
へ
の
出
資
金
な
ど
の
抑
制

　
公
共
施
設
な
ど
の
老
朽
化
対
策
に
掛
か
る
費
用
が
増
加
す
る
中
で
、
今

後
200
億
円
規
模
で
推
移
す
る
建
設
事
業
費
を
、
事
業
の
精
査
に
よ
り
年

170
億
円
に
抑
制
。

財
政
危
機
な
の
は
分
か
る
け
ど
、
生
活
に

直
接
影
響
す
る
福
祉
・
子
育
て
支
援
ま
で

削
減
す
る
必
要
は
あ
る
の
？

　　

●
歳
出
上
限
（
支
出
に
必
要
な
一
般
財
源
の
上
限
）
の
設
定

●
都
市
の
成
長
戦
略
な
ど
に
よ
る
一
般
財
源
収
入
の
増
加

●
社
会
福
祉
関
連
経
費
の
増
加
抑
制
と
安
定
し
た
財
源
確
保

　
昭
和
の
時
代
に
、
人
口
の
増
加
を
前
提
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
制
度
は
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先
送
り
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡
が
常
態
化
し
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
が
困
難
に
。
市
民
と
共
に
つ
く
り
上
げ
て
き
た
京

都
独
自
の
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
人
口
減

少
・
超
高
齢
化
社
会
に
合
わ
せ
た
見
直
し
が
必
要
で
す
。

【
見
直
し
の
方
法
】

●
ま
ず
は
、
業
務
効
率
化
に
よ
る
職
員
削
減
な
ど
、
低
コ

　
ス
ト
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
役
所
に
改

　
革
。

●
福
祉
・
子
育
て
支
援
は
、
国
の
制
度
の
充
実
や
社
会
情

　
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
財
源
を
再
配
分
。
一
定
の
所
得

　
が
あ
る
市
民
に
は
負
担
を
お
願
い
し
、
そ
れ
で
得
ら
れ

　
る
財
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
国
基
準
を
上
回
る
子
育

　
て
支
援
を
持
続
可
能
な
も
の
に
。
こ
れ
に
よ
り
、
必
要

　
な
人
に
必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
に
し
ま
す
。

／
持
続
可
能
な
行
財
政
へ
＼

行
財
政
改
革
計
画
を
策
定

財
政
の
現
状

今
後
の
財
政
運
営
の
目
標

公
債
償
還
基
金
の
計
画
外
の
取
り
崩
し
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に

　
３
～
７
年
度
に
お
け
る
改
革
の
方
針
を
策
定
。
最
初
の
３
年
間
を

「
集
中
改
革
期
間
」
と
位
置
付
け
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
へ
の
道

筋
を
付
け
る
た
め
の
改
革
を
行
う
。

　
市
民
が
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
（
支
出
）
が
市
民
負
担
の
水
準

（
収
入
）
を
上
回
る
「
実
質
的
な
赤
字
状
態
」
が
長
く
続
い
て
き
た
。

　
支
出
の
抑
制
と
収
入
の
増
加
を
同
時
に
進
め
、
収
支
を
均
衡
さ
せ

る
こ
と
で
、
特
別
の
財
源
対
策
（
負
担
を
将
来
世
代
に
先
送
り
）
か

ら
の
脱
却
を
目
指
す
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な
低
下
に
つ
な
が
る
公
債
償
還
基
金
の
枯
渇
を
確
実

に
回
避
し
、
京
都
な
ら
で
は
の
福
祉
・
子
育
て
制
度
な
ど
を
維
持
す
る
た
め
、

７
年
度
の
公
債
償
還
基
金
の
残
高
を
１
千
億
円
以
上
確
保
す
る
こ
と
を
財
政

運
営
の
「
必
達
目
標
」
に
。
歳
出
上
限
額
を
設
定
し
、
必
要
な
改
革
を
着
実

に
進
め
る
こ
と
で
、
支
出
と
収
入
の
差
額
を
圧
縮
し
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
は

次
の
と
お
り
。

※
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
紹
介
。
過
去
の
市
民
し
ん
ぶ
ん
に
掲
載
し
た
財
政
特
集

を
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
禁
じ
手
で
あ
る
特
別
の
財
源
対
策
の
う
ち
、
ま
ず
は
公
債
償
還
基

金
の
計
画
外
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
、
15
年
度
ま
で
に
脱
却
。

　
早
期
に
脱
却
す
る
た
め
、
次
の
取
り
組
み
を
推
進
。

市
バ
ス

地
下
鉄

元
年
度

35
万
７
千
人

40
万
人

     

10
万
９
千
人
減

     

13
万
３
千
人
減

２
年
度

24
万
８
千
人

  

（
運
賃
収
入
は

         

61
億
円
減
）

26
万
７
千
人

   

（
運
賃
収
入
は

         

88
億
円
減
）

　
今
月
号
で
は
、
市
の
財
政
の
現
状
と
今
後
の
運
営
の
道

筋
を
説
明
し
ま
し
た
。
改
革
は
、
た
だ
単
に
足
元
の
財
政

が
厳
し
い
か
ら
施
策
を
休
止

・
廃
止
す
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
施
策
の
理
念
を
守
り
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
財
源
を
ど
う
再
配
分
す
る
か
、
考
え
抜
い
た
上
で
改
革

を
進
め
ま
す
。

　
来
月
号
で
は
、
も
っ
と
具
体
的
な
改
革
の
内
容
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

成
長
戦
略
の
効
果
（
税
収
増
な
ど
）
の
早
期
発
現
や
課
税
自
主
権
の

活
用
な
ど
に
よ
り
、
目
標
を
上
回
る
財
源
確
保
を
目
指
す
。

 

ポ
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ト

公債償還基金残高の推移( 試算)

●現状
  ( 収支が不均衡)

●今後の目標
  ( 収支が均衡)

2000

1500

1000

500

0

‒500

‒1000

1388
1562

1062

1865

令和2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年

必達目標：

1000億円以上

歳
入
増
加

な
ど

歳
出
上
限
を
設
定
し

必
要
な
改
革
を
推
進

‒935

改革を進めなければ、
大きく 減少

福祉、 医療、 教育、 子育て支援

など、 国や他都市のサービ ス水

準を上回る施策を積極的に実施

公債償還基金の計画外の取り 崩し

など、 特別の財源対策で補
ほ

塡
てん

• 人件費の削減

• 施策の持続性を高

　める見直し

• 建設事業費の抑制

• 補助金・ 公共施設

　の見直し 　     など

• 成長戦略の推進( 担税力の強化)

• 資産の有効活用

• 課税自主権の活用　           など

財源不足収入

支出

支出 減

( 億円)

収入 増

公債償還基金の計画外の
取り 崩しを行わない場合

令和２ 年11月
時点の試算

 注意！！
基金残高が0 になれば

借金が返せなく なり 、 数年内に

財政再生団体に。 そう なると

市民サービスの水準は大幅に悪化。

　
京
都
市
の
財
政
状
況

検
索

９ 月 24 ～ 30 日は結核予防週間。 結核の早期発見のため、 年に１ 回は胸部検診を受けまし ょ う 。

施策・ 事業 第 953 号　 令和 3 年 9 月１ 日 市　 民　 し 　 ん　 ぶ　 ん3

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

支
出
面

日
々
変
化
す
る
感
染
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
10
度
の
補

正
予
算
を
編
成
。
計
３
千
300
億
円
の
対
策
（
感
染
拡
大
防
止
対
策

100
億
円
、
京
都
経
済
・
市
民
生
活
の
下
支
え
等
３
千
200
億
円
な
ど
）

を
実
施
。

収
入
面

宿
泊
税
の
減
少
（
前
年
度
比
29
億
円
減
）
や
法
人
市
民
税

の
減
少
の
ほ
か
、
外
出
自
粛
等
に
伴
い
、
施
設
使
用
料
・
手
数
料

収
入
な
ど
が
大
幅
に
減
少
（
前
年
度
比
20
億
円
減
）
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
追
い
打
ち
を
受
け
、
逼

ひ
っ
ぱ
く迫

す
る
市
の
財
政
。
今
回
は
、
そ
ん
な
市
の
財
政
の
現
状

を
表
す
２
年
度
決
算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
で
は
こ
の
状
況
が
続
く
こ
と
で
生
じ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な
低
下
を
避
け

る
た
め
、
ま
た
、
必
要
な
人
に
必
要
な
支
援
を
届
け
る
た
め
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
を
策
定
。

そ
の
内
容
を
２
カ
月
に
わ

た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

　

 
行
財
政
改
革
計
画

問
合
せ

財
政
室  

☎
222
・
３
２
８
８  

FAX 

222
・
３
２
８
３

～
前 

編
～

／
市
の
財
政
の
現
状
＼

２
年
度
決
算
概
況

※
金
額
は
概
数
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。

一
般
会
計

公
営
企
業
会
計

歳入総額

１ 兆648億円

歳出総額

１ 兆746億円

翌年度への
繰越財源

74億円

172億円の

赤字

①
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
国
費
等
を
最
大
限
活
用
し
、
感
染
防
止

　
や
経
済
対
策
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
・
歳
出
の
規
模
は

　
過
去
最
大
に
。

②

市
民
税
等
の
一
般
財
源
収
入
や
施
設
の
使
用
料
収
入
が
減
少
、
一
方

　
で
社
会
福
祉
関
連
経
費
な
ど
は
増
加
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
別
の
財
源

　
対
策
を
行
わ
な
い
収
支
は
172
億
円
の
赤
字
に
。

　
※
特
別
の
財
源
対
策
169
億
円
を
講
じ
た
、
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全

　
化
法
上
の
実
質
収
支
は
３
億
円
の
赤
字
。

③
こ
れ
ま
で
の
公
債
償
還
基
金
（
将
来
の
借
金
返
済
の
た
め
の
積
立
金
）

　
の
計
画
外
の
取
り
崩
し
額
の
累
計
は
、
３
年
度
当
初
予
算
で
の
取
り
崩

　
し
額
と
合
わ
せ
る
と

823
億
円
に
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
お
客
様
数
が
激
減
。

   

【
１
日
当
た
り
の
お
客
様
数
】

②

経
常
損
益
は
市
バ
ス
で
平
成
14
年
以
来
、
地
下
鉄
で
平
成
26

　
年
以
来
の
赤
字
に
。
地
下
鉄
は
累
積
資
金
不
足
が
過
去
最
大

　
の
371
億
円
と
な
り
、
経
営
健
全
化
団
体
に
陥
る
。

※
３
年
度
中
に
安
定
経
営
に
向
け
た
中
長
期
の
経
営
計
画
を
策

　
定
し
ま
す
。

【
市
バ
ス
・
地
下
鉄
事
業
】

【
上
下
水
道
事
業
】

市
バ
ス

地
下
鉄

元
年
度

35
万
７
千
人

40
万
人

     

10
万
９
千
人
減

     

13
万
３
千
人
減

２
年
度

24
万
８
千
人

  

（
運
賃
収
入
は

         

61
億
円
減
）

26
万
７
千
人

   

（
運
賃
収
入
は

         

88
億
円
減
）

新型コロナの影響により、事業用の使用水量が著しく 減少

( 前年度比： 水道16.0％減、下水道15.6％減)

⇒収入が25億円( 水道11億円、下水道14億円) 減少

　
い
ず
れ
の
会
計
も
こ
れ
ま

で
か
ら
厳
し
い
状
況
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影

響
で
、
さ
ら
に
危
機
的
に
！

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
大
幅
か
つ
急
激

に
低
下
し
か
ね
な
い
。
将
来

の
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
改

革
が
必
要
だ
！
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市バス経常損益の推移

使用水量の推移

地下鉄経常損益の推移
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19
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23 23

-54

2

-48

平成元年 5 年 10年 15年 20年 25年 令和2 年
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2 年

令和元年

20
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170

150

0

0

-20

-20

-40

-40

-60

-60

①
民
間
活
力
の
導
入
や
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
経
費
を
削
減
。

　
し
か
し
、
減
収
の
影
響
が
大
き
く
、
配
水
管
更
新
な
ど
に
使
用

　
す
る
財
源
の
確
保
額
は
、
経
営
計
画
で
掲
げ
た
目
標
を
下
回
る

　
厳
し
い
状
況
（
水
道
３
億
円
減
、
下
水
道
９
億
円
減
）
。

②

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
市
民
生
活
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
を
守
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
更
新
（
更
新
率
は
10
年

　
前
の
3
倍
と
な
る
1.5
％
）
や
雨
水
を
取
り
込
む
雨
水
幹
線
の
整

　
備
な
ど
は
着
実
に
推
進
。

 

ポ
イ
ン
ト

水道

下水道

水道・ 下水道と も に

ピーク 時から

20％以上減少

【 前年度比】

水　 道2 .1 ％減

下水道3 .1 ％減

( 億円)

( 億円)

( 百万㎥)

枯
渇
す
る
と

数
年
内
に
財
政

再
生
団
体
に

貯
金
し
て
お
く
べ
き
額
２
千
203
億
円

取
り
崩
し
額

823
億
円

残
高
１
千
380
億
円

夏休み明けは、 通勤通学の混雑に乗じ た痴漢や盗撮が多発する恐れがあり ます。 被害を見たら すぐに通報を！
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